





































































































１．Piagetの認知発達段階説おける発達段階    
本研究とのかかわりが強くみられるPiagetの理論から算数・数学教育における情報獲得や思考の発
達段階を捉える．かかわりとはシェマ(1)，イメージ，操作である．Piagetは，思考の発達段階を，感


































































１．幼児  ２．小学校低学年  ３．小学校中学年  ４．小学校高学年  ５．中学校     
６．高等学校 
〈道具の特性〉(複数可) 
１．一人一人が使用できる  ２．組み立て(作成)しやすい  ３．構造が簡単である      
４．具体的な場面の状況が含まれている  ５．いろいろな場面で使える 
６．形態の工夫や色などがついている(数などに対応するだけでなく，子どもを感覚的に引き寄せることも含める)  
７．正確である  ８．丈夫である  ９．安全である     
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● 英文タイトル 
A Study on the Characteristics of Tools According to a Developmental Stage on Arithmetic and 
Mathematics Education 
―From Early Childhood Education to High School Mathematics Education― 
 
● 英文要約  
From the result of the author, it revealed that experiments of real things by an individual on 
mathematic education in junior high school works significantly on developing faculties including 
self-efficacy, and the characteristics of learning tools which form experiment influence the value of 
operations.The purpose of this study does not only focus on the only one kind of school, but also 
makes the characteristics of teaching and learning tools according to a developmental stage of 
learners and its systematics clear in kindergarten, elementary school, junior high school and high 
school.Therefore, in the mathematics education in Japan, developing of effective learning tools 
was conducted positively and I think that it can promote the classes which centered experiments 
of real things by an individual and which all learners can participate are taken effectively. 
 
 
● Key words 
mathematic teaching and learning tools 
developing educational materials 































(1) 現在の勤務先をお答えください．     
１．幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園  ２．小学校  ３．中学校  ４．高等学校 
５．特別支援学校 
(2) 現在の勤務先の１学級の子供の平均人数をお答えください．  
   １．1～9人   ２．10～19人   ３．20～29人   ４．30～39人   ５．40～49人   ６．50人～ 
(3) 教員経験年数をお答えください(臨時採用等を含む)． 
１．0～5年   ２．６～９年   ３．10～19年   ４．20～29年   ５．30～39年   ６．40年～ 
(4) 教員免許の種類をお答えください．(複数可)    
１．幼稚園，保育士⇒問２へ  ２．小学校⇒問２へ  ３．中学校⇒(5)へ   
４．高等学校⇒(5)へ  ５．特別支援学校⇒問２へ 
(5) 教科をお答えください．(複数可) 
中学校 
１．国語  ２．社会  ３．数学  ４．理科  ５．英語（外国語）   
６．音楽  ７．美術  ８．保健体育  ９．技術・家庭  
高等学校 
１．国語  ２．社会  ３．数学  ４．理科  ５．英語（外国語）   
６．音楽  ７．美術  ８．保健体育  ９．家庭   10．情報  11．その他 
【回答欄】問１ 
(1) (2) (3) (4) 
(5) 
中学校 高等学校 














１．ほぼ毎時間使用する⇒問４へ  ２．数時間(2～5時間)に１度使用する⇒問４へ   
３．単元(章)に１度程度使用する⇒問４へ  ４．年に数回使用する⇒問４へ   































   １．数量や図形，算数・数学の内容を理解させるため(数量や図形，算数・数学の内容のイメー
ジをつくらせるため)(数量や図形，算数・数学の内容に対する感覚を豊かにするため)   
２．身の回りと数量や図形，算数・数学とのかかわりをとらえさせるため 














１．教材会社(市販)のものを使用する⇒問８  ２．書籍や雑誌のものをコピーする⇒問８   
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【発達段階】  
１．幼児  ２．小学校低学年  ３．小学校中学年  ４．小学校高学年  ５．中学校     
６．高等学校 
【道具の特性】（複数可） 
１．一人一人が使用できる  ２．組み立て(作成)しやすい  ３．構造が簡単である      
４．具体的な場面の状況が含まれている  ５．いろいろな場面で使える 
６．形態の工夫や色などがついている(数などに対応するだけでなく，子どもを感覚的に引き寄 
せることも含める)  ７．正確である  ８．丈夫である  ９．安全である     
10．パズル・ゲームの要素が含まれている  11．その他 
【回答欄】問８(上段は例) 
【発達段階】 【道具の特性】(複数可) 




                                                                  
問９ 今まで指導経験の中で，もっとも有効な道具を使用した実践の概略を教えてください． 



















    
 
質問は以上です．ご協力ありがとうございました． 
